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況はひどくなっています。小さな国内の反体
制勢力、テロ、それの小競り合いもしょっちゅ
う起っています。ですがそれは世界を巻き込
むような大戦争に発展していく様子はない。
最新鋭の兵器を投影した戦争は終わったのではないか、これは
甘いと思われるかもしれませんが、私はそう思っています。

なぜ戦争は終焉に向かっているか？
　要するに、攻めるのは無意味だから。世界は政治的、社会的、
経済的、文化的、学術的にいろんな意味でつながっています。例
えば日本と中国、日本と韓国の間もいろんな文化交流などでつな
がっているわけですね。そこであえて戦争なんてことはありえな
い。それから国連という存在。国連は限界はあるけれども機能し
ているというのが私の見方。何か問題が起ると、国連で議論する
習慣ができている。国連で議論するという事は世界の世論がその
移りゆきをちゃんと見守っているぞ、ということです。
　今、核兵器禁止条約があと 5 つの国が批准すれば発効すると
ころまできています。核の保有国、核の傘下にいる国は入って
いない。しかし、それでも 50 か国で発効して、それらの国々
が核兵器保有国に迫って行ったらどうか？むろん時間はかかり
ますよ。しかし、それがちゃんと発効して国連という舞台では
核兵器禁止が当たり前なんだ、という事がまさに世界の世論と
なっていくということは非常に重要なことであります。要する
に国連が世界的な世論とか、世界の理性的な発想が少しづつ大
国を締め付けて行く、そういう場があること、これが戦争が終
戦に向かっている重要な要素であると私は思っています。

人間力による抑止を！
　個々の人間の生命・生活・人権を守る、そ
れを最優先することこそ我々が求めている安
全保障です。軍事的抑止力から「人間力によ

る抑止を」、と私は思うわけです。実は 1956 年くらいから自民
党が、憲法の主旨は「座して破滅を喚起することではない」と
言い続けている。しかし、私は「座して平和を待つのではない」
と言いたい。やはり私たちは、立って動いて行動して平和を作
りだして行かなければならない。国家間の紛争や意見の対立、
不同意、齟齬、そういうものがあると交渉や話し合いや説得な
どの外交的手段と国民間の友好的交流を通じて平和を保つ。そ
れこそが憲法の趣旨であると。憲法九条はそのための基本条件
です。そこからより積極的に踏み出して、戦争を抑止するため
の一番の力として力をそそぐ、というのが私の言いたい事で、
これは真の抑止力であると。
　例えば北朝鮮のミサイル発射について。私たちは北朝鮮がど
ういう状況になっているか、まったくわからないわけです。台
風が北朝鮮に多くの被害を及ぼしている可能性が非常に高く
て、稲作などに多大な被害を与えていたなら、何らかの援助を
するという事もあっていいんじゃないか、それがミサイルを飛
ばすのを押さえる力になる、という事です。そんなふうに私自
身は人間同士のつながりを最大限大事にして、そのつながりの
中で平和を作っていく。人間付き合いがあったら絶対にそんな
に無茶しないですよ。そういうつながりこそが世界においても
求められているのです。
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Q：日本も世界もそんなに楽観的に見ていいんですか？
A：敵地攻撃能力についても世論調査では 60％の人が賛
成している。こういう状況で私の言っていることがほん
まかいなと、みなさん当然思われるでしょう。これに関
しては、歴史はジグザグであること。前進するときもあ
るし後退するときもある。全体としてみれば自然に成長
していく。その局面局面では確かに大変なことに相対す
るけれど、時間が経ってみてもやはり全体としては進歩
しているんです。ちょっとでも進歩する方向へ力添えす
るのが、我われの役割ではないのか。憲法 9 条がほん
とにあぶない状況でもなんとか止められているのは、我
われがなんとか踏ん張っているのであって、それがまた
若者に影響を与えている。自分たちが正しいと思う方向
へバトンタッチするしかしょうがないんですよ。長い目
で見た世界の流れを、きちんと見て、押さえて、そして
それを周りの人に、伝えていって次世代に伝える。とい
うことを積み重ねる以外にないんじゃないかなと。だか
ら管政権に対しても、我われは筋道を追って、おかしい
ことはおかしいと言い続けることです。それが結果的に
世の中を変えてくんです。

Q：戦前も不戦条約があり戦争禁止の流れがあったけど、
第二次世界大戦が起きた、今と何が違うか？
A：国際連盟が有効に機能しなかった時代と、世界の世論を常
に感知する役割を持っている国連が今はある。国連を中心に
世界が結びついている。世界は対立するよりも仲良くするこ
との方がやすらかなんです。だからこそ戦後 75 年の間、世界
大戦は起こらなかった。それはこれからも起こらないと私は
思ってます。ジグザグはあるけれど我われは、全体の流れと
しての方向は明確に見えているんだから、その方向に自信を
もって、一歩でも前に推し進めていく方に力を注ぐべきでは
ないかと思う。というのが今日の私の結論みたいなことです。
　私ももうすぐ 76 になりますが、唯一誇っているのは、私
が生きている時代に、私が考えていることが実現できるとは
思わないけれど、これを言い続ける。で、子どもとか孫が、「じ
いちゃんがんばったね」って言ってくれることを楽しみにし
ている。原発のゴミとか、一千兆円もの借金を作ったとか、
我われは罪作りな世代なんですよ。せめて、罪を軽くするこ
とを続けたい。その罪を軽くできるようなことを我われは続
けたいじゃないですか！私たちがやっていることをよい方向
へ流れるために動くことが大事かなと思います。
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